








近年高血圧症・肥満症に対して運動療法が推奨されており、肥満妊婦に対しても体重コン

トロールを目的とした運動療法が取り入れられつつある。しかもこのような運動療法は、

治療を目的とする以外にも妊婦の QOL(Quuality ofLife)の改善のため、合併症をもたな

い妊婦でも妊婦水泳や妊婦エアロビクスなどの妊婦運動が行われている。しかし運動の妊

娠に及ぼす影響については不明な点も多い。そこで本研究では運動の妊娠に及ぼす影響を

検討するため以下の事項を調査課題とした。

1.運動の短期的な影響

a.運動による母体循環動態への影響

b.運動による子宮収縮への影響

C.運動による胎児への影響

2.運動の長期的な影響

a.妊娠性高血圧症発症への影響

b.妊婦体重への影響

C.早産発症に及ぼす影響

d.胎児発育に及ぼす影響

e.分娩に及ぼす影響

しかしこれらの影響を検討するにあたっては、肥満・高血圧症に対する治療を目的とした

運動と、妊娠中毒症の発症の予防あるいは難産の回避を目的とした運動とに区別して検討

せねばならない。すなわち肥満症,糖尿病での食事療法の補助としての運動療法や降圧療

法としての運動療法と、QOL の改善あるいは現在疾患は有しないが妊娠中毒症や肥満の予

防としての運動療法に区別して考えなければならない。大学病院での研究という性格上

Risk Factor を有しない妊婦を調査対象に選ぶことには難点があり、現在すでに高血圧状

態にある妊婦や切迫流早産妊婦は除外した。ただし、肥満妊婦を対象に今後の検討を行う

ことにした。


